
令和２年１月１３日（月）～令和２年１月１９日（日）〔令和２年第３週〕の感染症発生状況 

第３週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)インフルエンザ 2)感染性胃腸炎 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は１０．４３人と前週（１４．６９人）から減少し、例年より低いレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は７．２４人と前週（９．２２人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は２．７０人と前週（２．５１人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

【感染症発生動向調査事業から】 
   
     

  

 

 
    

   

 

 

  

  

     

   

  

 
     

        

       

今、何の病気が流行しているか！

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健所・各区役所地域みまもり支援センター 
（福祉事務所・保健所支所） 

（問い合わせ先） ０４４－２７６－８２５０ 

第３週報告数第２位 

第３週報告数第１位 知っていますか！～コロナウイルスによる感染症～ 

 ヒトに感染するコロナウイルスは、重症肺炎を引き起こす重症急性呼吸器

症候群（ＳＡＲＳ）コロナウイルスや中東呼吸器症候群（ＭＥＲＳ）コロナ

ウイルスなどの他に、通常の風邪の原因となる４種類のウイルスが知られて

おり、一般的には、患者の咳やくしゃみを介して、又は患者との接触により

感染します。 

 過去のＳＡＲＳやＭＥＲＳの事例では、子どもにはほとんど感染がみられ

ず、感染してもその多くは軽症でしたが、高齢者や基礎疾患（糖尿病、慢性

疾患など）のある方が感染した場合には、重症化するケースもありました。 

 基本的な体調の管理を十分に行い、 

咳エチケットや手洗いなどの予防対策 

を徹底することが重要です。 

中華人民共和国湖北省武漢市における
新型コロナウイルス関連肺炎について 

 令和元年１２月以降、中華人民共和国湖北

省武漢市を中心に新型コロナウイルスを関連

とする肺炎事例が発生しており、 

我が国においても、令和２年１月 

２０日時点で患者の報告が１件あ 

りました。 

ヒトに感染するコロナウイルスの特徴 

国立感染症研究所ホームページ「ヒトに感染するコロナウイルス」から引用 

通常の風邪
重症急性呼吸器症候群

（ＳＡＲＳ）
中東呼吸器症候群

（ＭＥＲＳ）

ウイルス ４種類のコロナウイルス ＳＡＲＳコロナウイルス ＭＥＲＳコロナウイルス

発生年 毎年 ２００２年～２００３年（終息） ２０１２年～現在

発生地域 世界中 中国広東省

アラビア半島とその周辺地域
全症例の８０％以上はサウジアラ
ビアからの報告
中東以外の国では輸入例（韓国、
英国など）

宿主動物 ヒト
キクガシラコウモリ
（中国南部に生息）

ヒトコブラクダ
（中東、アフリカに生息）

感染者の年齢
多くは６歳以下
全年齢に感染

中央値４０歳
（子どもにはほとんど感染しない）

中央値５２歳
（子どもにはほとんど感染しない）

主な症状 鼻炎、上気道炎、下痢 高熱、肺炎、下痢 高熱、肺炎、腎炎、下痢

潜伏期間 ２～４日 ２～１０日 ２～１４日


